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育休・育児体験談 

昨年の 4 月に妊娠が発覚し、上司に私の育休について相談したところ、お祝

いの言葉とともに快諾をもらいました。ただ、それから休みに入るまでの 1年 3

カ月間、「育休をとる必要があるのか」について何度も悩み、戸惑いました。 

 私の育休について、多くの方は応援してくれましたが、反発の声もありまし

た。意外だったのは、反発の声は普段から親身になってくれる人からが多いこ

と。その分、心にも重く響きました。そのひとつ。「これからがキャリアの正念

場。この時期のブランクは、今後に影響するだろうし、育休は本当に家族のた

めになるのか？」 

 この言葉は、その後何度も反芻することになります。実際、育休開始に近づ

くほど仕事が楽しくなり、休みたくない気持ちが湧きあがってしまい、気持ち

の整理に苦労しました。 

 しかし、これは贅沢な悩み。私には休まない選択もあるのですから。女性は、

出産時に必ず仕事を休まなければならない。妻の妊娠時、私はお腹が大きくな

るのを見て喜ぶばかりで、そんな苦しみについて考えもしなかった。実際、彼

女は悩んでいたのに。妻の苦しみは私も受け入れなければ、と覚悟を決めまし

た。 

 そして迎えた育休。妻は職場復帰したため、私と娘、二人っきり。今までの

生活の率直な感想は「育児は疲れるけど、こんなにも楽しいのか！」。 

 育児は予定通り進まないことばかりで、心身の消耗は予想以上。しかし、こ

れを支えるのは、成長という心躍る発見です。ただ、この感動は心身に余裕が

あるから感じられるもの。余裕がないと、育児は非常に辛いものであり、急速

に追い込まれることも分かりました。妻に助けられる度に、感謝と無理解だっ

た反省、周囲のサポートの重要性を感じます。 

すでに多くの発見に恵まれ、育休は仕事を休む価値のあるものだと確信して

います。男の育休がもっと広がり、経験が社会で共有されることを切に願いま

す。私は残りの 4か月、頑張ります！ 

 

（別紙１） 


